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粉
を
以
て
誤
植
を
消
去
し
て
其
の
上
に
活
字
を
捺
印
す
る
か
、
若
し
く
は

墨
書
を
以
て
訂
正
を
行
つ
て
ゐ
る
も
の
」（
六
四
一
頁
）、
そ
し
て
も
う
一

つ
は「
活
字
を
以
て
捺
印
し
た
小
片
紙
を
張
紙
し
て
訂
正
を
加
へ
た
も
の
」

（
同
頁
）
で
あ
る
。「
文
祿
年
間
朝
鮮
活
字
印
刷
術
の
傳
來
以
後
寛
永
年
間

に
至
る
活
字
を
以
て
印
行
せ
ら
れ
た
る
書
籍
」（
一
三
二
頁
）
を
指
し
示

す
日
本
の
「
古
活
字
版
」
と
明
清
期
の
中
国
の
活
字
本
と
で
は
事
情
が
異

な
ろ
う
が
、
参
考
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
訳
者
は
パ
リ
国
立
図
書
館
所

蔵
本
に
お
け
る
誤
植
の
訂
正
の
方
法
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
け
れ
ど
も
、
徐
家
滙
本
が
パ
リ
国
立
図
書
館
本
よ
り
時
間
的
に
先
に
位

置
す
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

追
記

昨
年
二
〇
一
六
年
の
八
月
と
十
二
月
に
台
湾
の
中
央
研
究
院
の
傅
斯
年

図
書
館
を
訪
れ
、
貴
重
な
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
図
書
館
の

流
通
組
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
大
い
に
助
け
ら
れ
た
。
記
し
て
衷
心
よ

り
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

（20）
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の
十
六
字
め
ま
で
の
箇
所
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
書
き
加
え
ら

れ
た
も
の
と
考
え
る
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
部
分
で
は
前
置
さ
れ
る
語
が
連
体
修
飾
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す

「
之
」
が
四
行
め
の
「
必
無
之0

理
」
と
い
う
語
の
中
に
も
現
わ
れ
る
。
書

き
手
は
自
然
の
勢
い
で
五
行
め
に
お
い
て
も
「
之
」
を
用
い
て
「
二
家
之0

像
」
と
書
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

両
者
の
う
ち
、
前
者
の
「
必
無
之0

理
」
の
「
之
」
を
「
的
」
に
置
き
換

え
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
「
必
無
之

理
」
は
文
言
文
的
な
響
き
を
伴
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
周

易
繫
辭
上
傳
」
に
は
「
易
簡
而
天
下
之
理

0

0

0

0

得
矣
。」（
高
田
真
治
・
後
藤
基

已
訳
『
易
経　

下
』
岩
波
文
庫
、
二
一
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
天
下

之
理
」
と
い
う
語
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
角
川　

大
字
源
』
で
は
「
理
」

の
四
番
め
の
字
義
で
あ
る
「
こ
と
わ
り
。
す
じ
。
す
じ
み
ち
。」
の
用
例

と
し
て
『
易
』
の
こ
の
箇
所
が
引
か
れ
て
い
る
〔
一
一
六
六
頁
〕）。「
〜

之
理
」
と
い
う
形
式
は
文
言
文
に
お
い
て
固
定
さ
れ
た
措
辞
形
式
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

他
方
「
二
家
之0

像
」
の
場
合
、「
〜
之
像
」
と
い
う
措
辞
は
固
定
化
さ

れ
た
文
言
文
的
な
形
式
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
「
二
家
之0

像
」
に

つ
い
て
は
、
口
語
的
な
語
と
見
な
さ
れ
得
る
「
的
」
と
い
う
文
字
を
用
い

て
「
二
家
的0

像
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り

全
体
の
文
章
が
一
貫
し
て
白
話
文
的
な
趣
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

七
葉
表
の
一
行
め
か
ら
始
ま
る
「
天
主
豈
是
欺

得
的
」
以
下
の
文
章

は
全
体
的
に
白
話
文
的
な
趣
を
有
し
て
い
る
が
、「
二
家
之0

像
」
が
文
言

文
的
な
様
相
を
呈
す
る
。
し
か
も
こ
こ
で
「
釋
道
二
家
」
の
批
判
が
短
く

唐
突
な
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
七
葉
表
の
文
章
が
六
葉
裏
の

九
行
め
の
「
後
世
必
定
下
地
獄
、
不
得
升
天
。」
ま
で
の
文
章
に
新
た
に

書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
パ
リ
国
立
図
書
館
本
（
漢
籍
第

六
九
一
五
番
の
二
）
と
徐
家
匯
本
は
他
の
臺
灣
學
生
書
局
本
、
ベ
ル
リ
ン

国
立
図
書
館
本
、
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
本
、
内
閣
文
庫
本
よ
り

時
間
的
に
先
に
位
置
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

付
記　

二

二
〇
一
六
年
十
二
月
二
十
八
日
及
び
二
十
八
日
に
台
湾
中
央
研
究
院
歴

史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
を
訪
れ
、『
明
淸
間
耶
穌
會
士
譯
著
提
要
』、

（
臺
灣
中
華
書
局
）
所
載
（
四
二
三
頁
）
の
『
聖

略
說
』
│
傅
斯
年
図

書
館
の「
全
文
影
像
資
料
庫
」の
検
索
目
録
で
は『
造
物
主
垂
象
略
説
』（A

 

FT022R

）
│
を
閲
覧
し
、
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
漢
籍
第
六
九
一
五
番

の
も
の
と
行
格
と
字
形
に
留
意
し
て
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
一
字
を
除

い
て
同
一
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
五
葉
表
一
行
め
の
箇
所
で
あ
る
。
徐
家
滙

本
で
は
「
聖
賢
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
本

で
は
「
聖
蹟
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
後
者
の
「
蹟
」
の
字
は
全
体
の

中
で
僅
か
に
趣
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、「
聖
賢
」
の
「
賢
」
の
字
を
後
で
「
蹟
」
の
字
に
直
し
た
の
で
あ
る
。

川
瀬
一
馬
『
古
活
字
版
之
研
究
』（
安
田
文
庫
、一
九
三
七
年
）
に
よ
れ
ば
、

「
古
活
字
版
に
於
け
る
誤
植
の
訂
正
法
」
に
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
「
吳
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葉
表
〔
五
五
七
頁
〕）
と
な
っ
て
い
る
。
意
味
は
あ
ら
ま
し
、
主
は
こ
の

世
に
降
っ
て
人
と
な
り
、
三
十
三
年
の
間
、
自
ら
聖
書
の
教
え
を
伝
え
、

使
徒
を
十
三
名
選
び
、
多
く
の
奇
跡
を
行
な
わ
れ
た
と
い
う
ほ
ど
に
な
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
聖
賢0

」
は
誤
り
で
あ
り
、「
聖
蹟0

」

が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
徐
家
匯
本
の
誤
り
が

パ
リ
国
立
図
書
館
の
漢
籍
第
六
九
一
五
番
の
二
の
中
で
直
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
、
徐
家
匯
本
が
漢
籍
第
六
九
一
五
番
の
二
よ
り
時
間
的
に
先
に
位
置

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
は
徐
家
匯
本
と
パ
リ
国
立
図
書
館
本
の
グ
ル
ー
プ
と
他
の
臺
灣

學
生
書
局
本
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
本
、
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書

館
本
と
内
閣
文
庫
本
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
字

の
異
同
に
つ
い
て
第
六
の
箇
所
と
第
七
の
箇
所
が
徐
家
匯
本
と
パ
リ
国
立

図
書
館
本
の
グ
ル
ー
プ
と
他
の
版
本
と
で
は
対
照
的
で
あ
る
。
前
者
で
は

第
六
の
箇
所
が
「
捨
」
で
あ
り
、
第
七
の
箇
所
が
「
之
」
で
あ
る
の
に
対

し
、
後
者
で
は
い
ず
れ
も
第
六
の
箇
所
が
「
舍
」
で
あ
り
、
第
七
の
箇
所

が「
的
」で
あ
る
。
但
し
、内
閣
文
庫
本
で
は
第
六
の
箇
所
の
字
形
は「
舎
」

と
な
っ
て
い
る
。

第
六
の
箇
所
で
は
「
舎
」
は
「
舍
」
と
字
体
を
異
に
す
る
に
す
ぎ
ず
、

両
者
は
同
じ
字
で
あ
る
。
ま
た
、「
舍
」
は
「
捨
」
と
文
字
を
異
に
す
る
が
、

こ
の
場
合
、「
舍
」
は
「
捨
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
舍
」
と
「
捨
」

は
実
質
的
に
画
数
の
違
い
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
第
七
の
箇
所
の
「
之
」
と
「
的
」
の
差
異
は
大
き
い
。
と
い
う

の
は
お
も
に
前
者
は
文
言
文
で
、
後
者
は
白
話
文
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
之
」
は
文
語
に
、「
的
」
は
口
語

に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
前
者
は
視
覚
的
に
理
解
さ
れ

る
語
と
し
て
、
他
方
後
者
は
聴
覚
的
に
理
解
さ
れ
る
語
と
し
て
通
用
し
て

い
る
と
認
識
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
造
物
主
垂
象
略
説
』
は
全
体
と
し
て
白
話
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
読

み
手
と
し
て
民
衆
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
聴
き
手
と
し
て
も
民
衆
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
宣
教
師

と
カ
テ
キ
ス
タ
は
教
会
を
訪
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
た
ち
に
キ
リ
ス

ト
教
の
教
義(dogm

a)

や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理(doctrina)

（
百
瀬
文
晃「
教

義
」『
岩
波　

キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』、
二
八
七
頁
）
を
易
し
い
言
葉
で
説
き

明
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
の
一
種
の
手
引
書
が
『
造
物
主

垂
象
略
説
』
で
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、『
造
物
主
垂

象
略
説
』
は
知
識
人
が
読
ん
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
知
る
こ
と
を
期
し

て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
宣
教
師
や
カ
テ
キ
ス
タ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
え
を
広
く
民
衆
に
伝
え
る
た
め
に
民
衆
に
読
ん
で
聞
か
せ
る
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

従
っ
て
お
も
に
文
言
文
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
之
」
と
い
う
文

字
が
白
話
文
で
用
い
ら
れ
る
「
的
」
と
い
う
文
字
に
書
き
換
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
徐
家
匯
本
と
パ

リ
国
立
図
書
館
本
（
漢
籍
第
六
九
一
五
番
の
二
）
が
他
の
版
本
よ
り
先
に

存
在
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
天
主
豈
是
欺
瞞
得
的
、」
以
下
の
最
後
の
部
分
は
徐
家
匯
本
と
パ
リ
国

立
図
書
館
本
と
で
は
ち
ょ
う
ど
七
葉
裏
の
一
行
め
の
一
字
め
か
ら
六
行
め
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国
立
図
書
館
本
で
は
第
一
の
箇
所
は
「
于
」（
一
葉
裏
、
三
行
め
）、
第
二

の
箇
所
は
「
爾
」（
二
葉
裏
、
六
行
め
）、
第
三
の
箇
所
は
「
聖
蹟
」（
五

葉
表
、
一
行
め
）、
第
四
の
箇
所
は
「
賞
善
罸
惡
」（
五
葉
表
、
五
行
め
）、

第
五
の
箇
所
は
「

」（
六
葉
表
、
二
行
め
）、
第
六
の
箇
所
は
「
捨
」（
七

葉
表
、
二
行
め
）、
第
七
の
箇
所
は
「
之
」（
七
葉
表
、
五
行
め
）
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
パ
リ
国
立
図
書
館
本
は
第
一
、
第
二
、
第
四
、
第
五
、
第
六
、

第
七
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
第
三
の
箇
所
を
除
く
す
べ
て
の
箇
所
に
お
い
て

徐
家
匯
本
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
に
な
る
漢
籍
第
六
六
九
〇
番
は
ロ
ー
マ
・

イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
本
と
版
本
を
同
じ
く
す
る
。
漢
籍
第
六
六
九
〇
番
に

つ
い
て
同
様
な
観
点
か
ら
見
て
み
た
が
、
字
の
異
同
に
関
し
て
ロ
ー
マ
・

イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
と
事
情
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

以
上
の
異
な
る
版
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、
徐
家
匯
本
は
パ
リ
国
立
図

書
館
の
漢
籍
第
六
九
一
五
番
の
二
と
行
格
と
字
体
に
お
い
て
同
一
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
一
つ
異
な
る
の
は
字
の
異
同
に
お
い
て
第
三
の

箇
所
が
徐
家
匯
本
で
は
「
聖
賢
」
と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
パ
リ
国
立

図
書
館
本
で
は
「
聖
蹟
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
全
文
の
見
ら
れ
る
漢
籍
第
六
九
一
五
番
の
二
に
つ
い
て
文
字
の
形

の
面
か
ら
仔
細
に
見
て
み
て
次
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
全
般
に
字
形
が
鋭
角
的
に
見
え
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
第
二
に
同
一
の
字
が
同
一
の
字
形
或
い
は
同
様
の
字
形
を
も
っ

て
繰
り
返
し
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
こ
の
版
本
が
金
属
活
字
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語

る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
張
秀
民
・
韓
琦『
中
国
活
字
印
刷
史
』（
中

国
書
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
は
明
代
に
お
い
て
江
蘇
、
浙
江
、
福

建
の
地
域
で
銅
活
字
が
広
ま
っ
た
こ
と
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
（
三
十
二
頁

│
四
十
九
頁
）。
こ
れ
ら
の
地
域
は
明
末
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
伝
え
ら
れ
た

中
国
の
地
域
と
も
重
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
銭
存
訓
者
、
鄭
如
斯
編

（
久
米
康
生
訳
）『
中
国
の
紙
と
印
刷
の
文
化
史
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
〇
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
図
九
〇
は
「『
古
今
図
書
集
成
』
の
字
形

の
変
異
。」（
二
一
六
頁
）
を
例
示
し
て
い
る
。
本
文
に
は
、「
印
刷
さ
れ

た
書
籍
を
考
察
す
る
と
、一
般
に
一
組
の
銅
活
字
を
彫
刻
し
た
の
で
あ
り
、

鋳
型
に
よ
っ
て
鋳
造
し
た
も
の
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
認
め
ら
れ
る
（
図

九
〇
）。」（
二
一
七
頁
）
と
あ
る
。
従
っ
て
、
同
一
の
字
の
活
字
は
必
ず

し
も
同
一
の
字
形
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

更
に
徐
家
匯
本
と
パ
リ
国
立
図
書
館
本
と
の
間
で
字
の
相
異
が
第
三
の

箇
所
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
そ
の
感
を
深
く
さ
せ
る
。
活
字

版
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
活
字
を
一
個
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
字
の

み
異
な
る
印
刷
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

徐
家
匯
本
と
他
の
版
本
と
の
時
間
上
の
先
後
関
係
は
ど
う
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
徐
家
匯
本
と
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
の
漢
籍
第
六
九
一
五
番
の

二
は
文
字
の
異
同
に
関
し
て
第
三
の
箇
所
の
み
が
異
な
っ
て
い
る
。
臺
灣

學
生
書
局
本
、
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
本
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書

館
本
の
い
ず
れ
も
、
第
三
の
箇
所
は
「
聖
賢
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
箇

所
は
前
後
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
臺
灣
學
生
書
局
本
で
は
、「
降
生
爲
人

三
十
三
年
、
在
世
親
傳
經
典
揀
選
宗
徒
十
二
人
、
顯
出
許
多
聖
蹟0

、」（
五
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功
勲
。」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
中
の
「
于
」
と
い
う
字
は
、
徐
家

匯
本
で
は
「
於
」
と
い
う
字
に
な
っ
て
い
る
。

第
六
は
内
閣
文
庫
本
の
七
葉
表
の
「
今
釋
道
家
、
要
人
施
舎0

些
錢
財
。」

と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
中
の
「
舎
」
と
い
う
字
は
、
徐
家
匯
本
で
は

「
捨
」
と
い
う
字
に
な
っ
て
い
る
。

第
七
は
内
閣
文
庫
本
の
七
葉
表
の
四
行
め
の
「
謂　

天
主
聖
像
、
與
釋

道
二
家
的0

像
一
般
。」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
中
の
「
的
」
と
い
う

字
は
、
徐
家
匯
本
で
は
「
之
」
と
い
う
字
に
な
っ
て
い
る
。

他
の
版
本
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
臺
灣
學
生
書
局

か
ら
出
て
い
る
『
天
主
敎
東
傅
三
編
』
第
二
冊
所
収
の
『
造
物
主
垂
象
畧

說
』
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
同
書
は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
漢
籍
の‘B

orgia C
inese’

の
第
三
三
四
番
の
二
十
一
で
あ
る（
ペ

リ
オ
編
、
高
田
時
雄
校
訂
・
補
編
、
郭
可
訳
『
梵
蒂
岡
圖
書
館
所
藏
漢
籍

目
錄
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
、
四
十
五
頁
）
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
本

と
異
な
る
徐
家
匯
本
の
字
や
語
句
に
対
応
す
る
箇
所
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
臺
灣
學
生
書
局
本
で
は
第
一
の
箇
所
は
「
於
」（
一
葉
裏
、
四
行
め

〔
五
五
〇
頁
〕）、第
二
の
箇
所
は
「
爾
」（
二
葉
裏
、七
行
め
〔
五
五
二
頁
〕）、

第
三
の
箇
所
は
「
蹟
」（
五
葉
表
、
五
行
め
〔
五
五
七
頁
〕）、
第
四
の
箇

所
は
「
賞
善
罰
惡
」（
五
葉
表
、
九
行
め
〔
五
五
七
頁
〕）、
第
五
の
箇
所

は
「
于
」（
六
葉
表
、六
行
め
〔
五
五
九
頁
〕）、第
六
の
箇
所
は
「
舎
」（
七

葉
表
、
八
行
め
〔
五
六
一
頁
〕）、
第
七
の
箇
所
は
「
的
」（
七
葉
裏
、
二

行
め
〔
五
六
二
頁
〕）
で
あ
る
。

學
生
書
局
本
は
第
二
と
第
四
の
箇
所
が
徐
家
匯
本
と
同
じ
で
あ
る
。
但

し
第
四
の
箇
所
の
「
罰
」
と
い
う
字
は
徐
家
匯
本
で
は
「
罸
」
と
な
っ
て

い
る
。

次
に
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館(Staatsbibliothek zu B

erlin)

本
に
つ
い

て
同
様
な
観
点
か
ら
見
て
み
た
い
。
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
本
で
は
第
一

の
箇
所
は
「
於
」（
一
葉
裏
、四
行
め
）、第
二
の
箇
所
は
「
爾
」（
二
葉
裏
、

七
行
め
）、
第
三
の
箇
所
は
「
賢
」（
五
葉
表
、
五
行
め
）、
第
四
の
箇
所

は
「
賞
善
罸
惡
」（
五
葉
表
、九
行
め
）、第
五
の
箇
所
は
「
于
」（
六
葉
表
、

六
行
め
）、
第
六
の
箇
所
は
「
舍
」（
七
葉
表
、
八
行
め
）、
第
七
の
箇
所

は
「
的
」（
七
葉
裏
、
二
行
め
）
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
本
は
第
二
、
第
三
、
第
四
の
箇
所
が

徐
家
匯
本
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

今
度
は
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館(A

rchivum
 R

om
anum

 

Societatis Iesu)

本
に
つ
い
て
同
様
な
観
点
か
ら
見
て
み
た
い
。
ロ
ー
マ
・

イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
本
で
は
第
一
の
箇
所
は
「
於
」（
一
葉
裏
、六
行
め
）、

第
二
の
箇
所
は
「
爾
」（
三
葉
表
、
五
行
め
）、
第
三
の
箇
所
は
「
蹟
」（
六

葉
表
、
四
行
め
）、
第
四
の
箇
所
は
「
賞
善
罰
惡
」（
六
葉
表
、
八
行
め
）、

第
五
の
箇
所
は
「
于
」（
七
葉
表
、
八
行
め
）、
第
六
の
箇
所
は
「
舍
」（
八

葉
裏
、
五
行
め
）、
第
七
の
箇
所
は
「
的
」（
八
葉
裏
、
八
行
め
）
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
本
は
第
二
、
第
四
の
箇
所
が

徐
家
匯
本
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
但
し
第
四
の
箇
所
の
「
罰
」

と
い
う
字
は
徐
家
匯
本
で
は
「
罸
」
と
い
う
字
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
パ
リ
国
立
図
書
館(B

ibliothèque N
ationale)

所
蔵
に
な
る
漢

籍
第
六
九
一
五
番
の
二
に
つ
い
て
同
様
な
観
点
か
ら
見
て
み
た
い
。
パ
リ
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（
続
）。

付
記　

一

訳
者
は
二
〇
一
六
年
八
月
二
十
三
日
（
火
）
よ
り
八
月
二
十
五
日
（
木
）

ま
で
台
湾
の
中
央
研
究
院
の
傳
斯
年
図
書
館
に
通
っ
た
。
そ
こ
で
ド
ゥ
ー

デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
の
一
二
八
頁
の
注
九
十
六
に
記
さ
れ
た
徐
宗
澤
『
明

淸
間
耶
穌
會
士
譯
著
提
要
』（
臺
灣
中

書
局
、一
九
五
八
年
、四
二
三
頁
）

の
巻
十
「
徐
匯
巴
黎
華
諦
岡
圖
書
目
」
の
「
一　

徐
匯
書
樓
所
藏
明
末
淸

初
耶
穌
會
士
及
中
國
公
敎
學
者
譯
著
書
目
」「200　

宗
敎
」
の
中
で
四
番

め
に
記
さ
れ
た
『
聖
像
略
說
』
を
閲
覧
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

同
図
書
館
の
「
全
文
影
像
資
料
庫
」
の
書
誌
情
報
に
よ
れ
ば
、
同
書
は

題
名
が
「
造
物
主

象
略
說
」
で
あ
り
、
ま
た
関
連
す
る
封
箋
の
題
名
が

「
聖
像
略
說
」
で
あ
り
、
版
心
の
題
名
が
「
天
主
聖
像
略
說
」
で
あ
る
。

撰
述
者
に
つ
い
て
は
「
耶
穌
會
士
述
」
と
な
っ
て
い
る
。
版
本
は
抄
本
で

あ
る
。「
稽
核
項
」
と
い
う
項
目
に
は
、「
一
冊
；
二
五
公
分
」
と
あ
る
。

行
格
は
九
行
×
十
九
字
で
あ
る
。
収
蔵
印
記
は「
有
耶
穌
會
中

省
印
記
」

で
あ
る
。

こ
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
訳
者
は
二
つ
の
点
で
見
解
を
異
に
す
る
。
同

書
は
「
抄
本
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、長
澤
規
矩
也
『
図
書
学
辞
典
』（
汲

古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
、「
抄
本
」
と
は
「
写
本
の
漢
語
。」

（
三
十
三
頁
）
で
あ
る
。
訳
者
に
は
同
書
は
写
本
で
は
な
く
て
、
印
刷
さ

れ
た
本
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
書
は
「
出
版

さ
れ
た
本
。」（
四
十
一
頁
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
刊
本
」（
同
頁
）
や
「
版

本
」（
同
頁
）
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
も
う
一
つ
の
点
は
行
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
書
誌
情
報
に
よ
れ
ば
、
行

格
は
九
行
×
十
九
字
で
あ
る
。し
か
し
こ
れ
で
は
字
数
が
一
つ
足
り
な
く
、

実
際
は
九
行
×
二
十
字
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

書
誌
情
報
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
は
七
葉
表
ま
で
で
あ
る
。

楊
廷
筠
に
よ
る
後
書
き
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
同
書
は
行
格
、
字
体

の
点
で
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
漢
籍
第
六
九
一
五
番
の
Ⅵ
の
『
造
物
主
垂

象
略
說
』
に
相
似
す
る
。

訳
者
は
傳
斯
年
図
書
館
の
閲
覧
室
に
て
徐
家
匯
本
と
内
閣
文
庫
本
の
間

で
の
字
句
の
異
同
を
追
い
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
相
異
す
る
箇
所
を
全
部

で
七
つ
、
拾
い
出
す
こ
と
が
出
来
た
。

第
一
は
内
閣
文
庫
本
の
一
葉
裏
の
二
行
め
の
「
其
靈
魂
亦
得
居
於0

天

堂
。」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
中
の
「
於
」
と
い
う
字
は
、
徐
家
匯

本
で
は
「
于
」
と
い
う
字
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
は
内
閣
文
庫
本
の
二
葉
裏
の
五
行
め
の
「
名
曰
露
際
弗
尓0

。」
と

い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
中
の「
尓
」と
い
う
字
は
、徐
家
匯
本
で
は「
爾
」

と
い
う
字
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
は
内
閣
文
庫
本
の
四
葉
裏
の
九
行
め
の
「
揀
選
宗
徒
十
二
人
顯
出

許
多
聖
蹟0

。」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
中
の
「
蹟
」
と
い
う
字
は
、

徐
家
匯
本
で
は
「
賢
」
と
い
う
字
に
な
っ
て
い
る
。

第
四
は
内
閣
文
庫
本
の
五
葉
表
の
「
賞

0

善0

惡
」
と
い
う
語
句
で
あ
る
。

こ
の
語
句
に
相
当
す
る
箇
所
は
、
徐
家
匯
本
で
は
「
賞
善
罸
惡
」
と
な
っ

て
い
る
。

第
五
は
内
閣
文
庫
本
の
六
葉
表
の
一
行
め
の
「
是
于0　

天
主
位
下
立
了



― 261 ―

ヴァニョーニ述『天主教要解略』訳注（十九）

（14）

る
よ
う
な
語
が
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
徐
光
啓
が
「
弁
学
章
疏
」
の

中
で
用
い
た
「
遷
善
改
過
」
と
い
う
語
と
も
そ
の
奥
底
に
お
い
て
通
じ
る

も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、「
為
善
去
悪
」
な
ど
の
東
林
派

の
思
想
に
連
な
り
得
る
語
は
徐
光
啓
を
述
者
に
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
思

想
的
な
広
が
り
を
獲
得
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
最
後
の
部
分
の
仏
教
や
道
教
の
宗
教
的
習
俗
に
関
す
る
批
判

は
や
や
唐
突
の
趣
が
あ
り
、
議
論
は
充
分
に
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

感
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
こ
そ
は
徐
光
啓
が
新
た
に
書
き
加
え
た
も
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
も
訳
者
の
臆
測
で
あ
る
。

『
造
物
主
垂
象
略
説
』
が
世
に
出
て
間
も
な
い
頃
の
一
六
一
六
年
（
万

暦
四
十
四
年
）
に
は
中
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
し
て
初
め
て
の
迫
害

で
あ
る
南
京
教
難
が
起
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
徐
光
啓
ら
の
奉
教
士
人
│

「
明
末
儒
教
と
カ
ト
リ
ッ
ク
伝
道
」（
一
九
五
七
年
）
に
初
出
す
る
と
思
わ

れ
る
後
藤
基
巳
先
生
の
用
語
│
は
自
ら
の
信
ず
る
と
こ
ろ
を
公
に
言
い
表

わ
し
た
。

こ
の
頃
に
徐
光
啓
の
名
で
出
さ
れ
た
著
述
と
し
て『
造
物
主
垂
象
略
説
』

や
『
闢
妄
』
が
問
題
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
と
も
容
易
に
想
像
さ

れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
は
述
者
を
「
耶
穌
会
士
」
に

書
き
替
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
書
き
換
え
は
累
が
徐
光
啓

に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
慮
っ
て
の
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
は
権
力
か
ら
排
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
宣
教
師
の
思
想

的
連
帯
者
と
し
て
の
奉
教
士
人
の
足
元
を
守
る
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

同
じ
こ
と
は
『
闢
妄
』
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
臺
灣
學
生

書
局
『
天
主
敎
東
傅
文
獻
續
編
』
第
二
冊
に
収
め
る
『
闢
妄
』
は
ヴ
ァ
テ
ィ

カ
ン
図
書
館
所
蔵
に
な
る
も
の
で
、‘Fonds B

orgia C
hinois’

第
三
二
四

番
の
十
六
で
あ
る
（
中
華
書
局
『
梵
蒂
岡
圖
圖
書
館
所
藏
漢
籍
目
錄
』、

四
十
頁
）。
こ
の
本
の
二
葉
表
の
一
行
め
の
上
部
に
題
名
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
が
、
二
行
め
の
下
部
は
墨
で
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
部
分
を
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
の
漢
籍
第
七
一
〇
一
番
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
のhttp://archivesetm

anuscrits.bnf.fr/cdc.htm
l

よ
り
検
索
）

で
確
か
め
る
と
、「
吳
淞
徐
光
啓
撰
」
と
な
っ
て
い
た
。
作
者
名
の
箇
所

の
塗
沫
は
述
者
名
の
書
き
換
え
と
同
様
の
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、要
す
る
に
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
は
最
初
そ
の
も
と
に
な
る
『
敬

聖

説
』
を
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
が
『
天
主
教
要
解
略
』
と
同
時
期
の

一
六
一
五
年
に
作
成
し
、
そ
れ
に
対
し
て
徐
光
啓
が
一
部
字
句
を
置
き
換

え
、
文
章
を
新
た
に
書
き
加
え
て
徐
光
啓
を
述
者
と
す
る
形
で
『
造
物
主

垂
象
略
説
』
の
題
名
で
一
六
一
五
年
或
い
は
一
六
一
六
年
に
世
に
出
た
も

の
と
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
も
し
一
六
一
六
年
に
出
て
い
た
と
す
れ

ば
、
教
難
が
起
き
る
六
月
（
顧
衛
民
『
中
国
天
主
教
編
年
史
』
上
海
書
店

出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
二
頁
）
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
作
者
名
に

か
か
わ
る
対
応
は
そ
れ
だ
け
に
一
層
急
を
要
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

訳
者
は
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
か
ら
多
く
の
重
要
な
こ
と
が
ら
を

お
教
え
い
た
だ
い
た
。
大
い
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
は
そ
の
反

芻
の
次
第
を
不
揃
い
の
ま
ま
（incoherent

）
書
き
列
ね
た
も
の
で
あ
る
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一
六
一
九
年
前
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
一
節
が
本
文
の
中
に
出
て
来

る
か
ら
で
あ
る
。
元
寿
二
年
は
、
西
暦
紀
元
一
年
に
当
た
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
制
作
年
は
一
六
一
六
年
と
一
六
二
〇

年
と
い
う
可
能
性
も
出
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
南
京
教
難
が
起
き
た

年
で
あ
る
。

リ
ッ
チ
の
後
に
中
国
イ
エ
ズ
ス
会
の
長
上
│
フ
ィ
ス
テ
ル
の
原
著
で
は

‘supérieur général’
（
第
一
巻
、
六
十
頁
）。
こ
の
訳
語
に
つ
い
て
は
イ
エ

ズ
ス
会
の
山
岡
三
治
神
父
様
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
│

と
な
っ
て
い
た
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
は
北
京
に
い
た
。
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は
『
敬

聖

論
』
を
書
き
終
え
た
年
、‘N

ihil obstat’

と
い
う
形
で
の
同
書
の
出

版
を
思
い
立
ち
、
許
可
申
請
の
た
め
に
草
稿
を
北
京
の
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の

も
と
に
送
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
一
六
一
五
年
に
は
、徐
光
啓
は
梁
家
勉
編
著
『
徐
光
啓
年
譜
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
病
の
た
め
官
職
か
ら
離
れ
、

農
業
と
著
述
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
著
作
と
し
て
『
闢
妄
』、『
諏
諮
偶

編
』、『
擬
復
竹
窗
天
說
』
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
闢
仏
老
」
と

「
補
儒
」、
す
な
わ
ち
仏
老
思
想
を
排
し
儒
教
思
想
を
支
持
す
る
こ
と
を
意

図
し
た
書
物
で
あ
っ
た
（
一
〇
九
頁
）。

こ
の
時
期
、
徐
光
啓
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
護
教
文
書
の
作
成
に

尽
力
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
う
ち
の
『
闢
妄
』
は
内
容
上
、『
造

物
主
垂
象
略
説
』
の
補
編
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
造

物
主
垂
象
略
説
』
で
は
そ
の
最
後
の
部
分
で
紙
銭
な
ど
の
仏
教
の
習
俗
を

批
判
し
て
い
る
。
他
方
、『
闢
妄
』
は
紙
銭
も
含
め
て
全
部
で
八
つ
の
項

目
か
ら
仏
教
を
多
面
的
に
批
判
し
て
い
る
。

天
津
は
北
京
か
ら
ほ
ど
近
く
に
あ
る
。
徐
光
啓
は
一
信
徒
と
し
て
北
京

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
連
絡
を
保
つ
内
的
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
従
っ
て
徐
光
啓
と
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
間
に
天
に
至
る
道
に
つ

い
て
の
交
渉
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

訳
者
は
こ
の
交
渉
の
中
で
以
下
の
こ
と
が
起
き
た
の
で
は
な
い
か
と
臆

測
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
は
中
国
イ
エ
ズ
ス
会

か
ら
公
認
さ
れ
る
こ
と
を
期
し
て
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
彼

の
手
に
な
る
『
敬
聖

論
』
の
存
在
を
徐
光
啓
に
伝
え
た
。
そ
れ
を
聞
い

て
徐
光
啓
は
閲
覧
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ト
は
人
を
介
し
て
そ

れ
を
徐
光
啓
に
渡
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
『
敬
聖

論
』
を
手
に
し
た
徐
光
啓
は
こ
れ
を
熟
読
し
た
後
、

一
部
の
書
き
換
え
と
加
筆
の
必
要
を
感
じ
て
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
に
自
ら
の
意

見
を
伝
え
た
。
そ
こ
で
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
は
徐
光
啓
の
願
い
を
容
れ
て
『
敬

聖

論
』
の
一
部
を
書
き
改
め
、
ま
た
新
た
に
文
章
を
書
き
加
え
た
の
で

あ
る
。
こ
の
時
点
で
当
初
の
『
敬
聖

論
』
の
文
章
の
体
裁
と
趣
と
は
些

か
隔
た
り
を
生
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
は
最

後
に
題
名
を
『
敬
聖
像
論
』
か
ら
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
変
え
、
述
者

名
を
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
か
ら
徐
光
啓
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
述
者
名
の
変
更

は
自
ず
と
同
書
の
中
国
の
知
識
人
や
民
衆
へ
の
影
響
力
を
増
大
さ
せ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
は
「
改
悪
遷
善
」、「
改
悪
為
善
」、

「
為
善
去
悪
」
と
い
う
明
代
の
儒
教
思
想
を
特
徴
的
に
表
わ
す
と
思
わ
れ
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と
す
れ
ば
、
一
六
一
五
年
頃
に
お
い
て
徐
光
啓
は
天
津
に
、
ロ
ー
シ
ャ

は
南
昌
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
天
津
と
南
昌
は
地
理
的
に
大
き
く
隔
た
っ

て
お
り
、
頻
繁
に
連
絡
し
合
う
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
い
か
ん
と
も

し
難
い
地
理
的
制
約
の
下
に
置
か
れ
た
徐
光
啓
と
ロ
ー
シ
ャ
の
間
に
一
部

の
書
物
の
作
成
を
め
ぐ
っ
て
協
力
関
係
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
考
え
に
く

い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
こ
の
こ
と
が
ら
に
関
し
て
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
の
注

九
十
一
（
一
二
七
頁
）
に
興
味
深
い
重
要
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
の

『
天
主
教
要
解
略
』
の
「
天
主
十
誡
」
の
部
の
第
一
誡
の
箇
所
に
「
見
敬

聖

論
」（
十
五
葉
表
）と
い
う
割
注
が
あ
る
。
こ
の『
敬
聖

論
』が『
天

主
聖
像
略
説
』
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
も
『
教
要
解

略
』
の
中
か
ら
「
天
主
十
誡
」
の
部
を
『
天
主
十
誡
解
略
』
と
い
う
題
名

を
附
し
て
独
立
し
た
形
で
欽
一
堂
よ
り
出
さ
れ
た
『
天
主
十
誡
解
略
』
の

後
に
『『
天
主
聖
像
略
説
』
が
続
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
天
主
教
要
解
略
』
の
割
注
の
前
の
部
分
は
、「

曰
、
天
主
本
無
形
聲
、

欽
崇
以
心
、奚
必

乎
。
曰
、吾
輩
欲
由

攝

、使
時
時
提
醒
耳
。」（
十
五

葉
表
）
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
可
視
的
な
存
在
で
あ
る
神
に
可
視

的
な
像
を
通
し
て
意
識
を
集
中
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
像
は
必
要
で
あ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
は
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
中
の
「
上
邊

供
敬0

的
正
是　

耶
穌
聖
像

0

0

也
。」（
臺
灣
學
生
書
局
『
天
主
敎
東
傅
文
獻
三

編
㈡
』、
五
五
七
頁
）
と
い
う
文
を
引
用
し
て
（
一
二
四
頁
）、「
こ
れ
は

教
会
堂
の
中
の
祭
壇
や
高
い
場
所
に
置
か
れ
た
像
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
に
違
い
な
い
。」（
同
頁
）
と
す
る
。
引
用
文
の
直
前
の
部
分
は
、「
名

曰　

耶
穌
、解
曰
救
世
者
、」（『
東
傅
文
獻
三
編
㈡
』、五
五
七
頁
）
と
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
教
会
堂
の
中
の
高
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
敬
い
尊
ぶ
と

こ
ろ
の
も
の
は
救
い
主
な
る
イ
エ
ス
の
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
造
物
主
垂
象
略
説
』
と
い
う
題
名
は
教
会
堂
の
中
に
掲
げ
ら
れ
た
造

り
主
な
る
神
の
図
像
に
つ
い
て
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
得
る

│
論
文
で
は
「
垂
象0

」
は
「
垂
像0

」
と
解
さ
れ
、『
易
』「
繫
辞
上
伝
」
の

「
天
垂
象

0

0

見
吉
凶
、」（
岩
波
文
庫
『
易
経　

下
』、二
四
一
頁
）
の
「
垂
象
」

と
い
う
語
と
は
恐
ら
く
は
異
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
注

八
十
三
、一
二
五
頁
）
│
。
そ
れ
な
ら
ば
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
と
い
う

題
名
と
『
敬
聖

論
』
と
い
う
題
名
は
表
示
し
よ
う
と
す
る
内
容
が
互
い

に
重
な
り
合
う
可
能
性
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

論
文
で
は
『
敬
聖

論
』
の
作
者
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
の
『
天
主
教
要
解
略
』
は
一
六
一
五
年
（
万
暦
四
十
三
年
）

に
世
に
出
て
い
る
。
ま
た
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
も
同
じ
年
に
出
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は
『
天
主
教
要
解
略
』
の
十

戒
の
部
の
第
一
戒
の
解
説
の
た
め
に
補
足
と
し
て
別
に
『
敬
聖

論
』
を

著
わ
し
た
こ
と
、
そ
し
て
後
に
そ
の
題
名
が
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
変

更
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
制
作
年
は
一
六
一
五
年
と
一
六
一
九
年
と
さ

れ
る
。
漢
の
元
寿
二
年
に
主
の
降
誕
が
あ
り
、
そ
れ
は
一
六
一
五
年
前
、
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徐
光
啓
は
ロ
ー
シ
ャ
を
│
西
側
の
関
係
資
料
が
述
べ
る
よ
う
に
│
自

身
の
霊
的
な
父
と
見
な
し
て
い
た
か
ら
、
徐
光
啓
は
一
般
大
衆
に
向

け
た
文
書
の
作
成
に
当
た
り
ロ
ー
シ
ャ
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
紛
う
方
な
く
西
側
の
宣
教
師
の
視
点
か
ら
作
成
さ
れ
た

こ
の
文
章
は
言
葉
と
内
容
の
点
で
相
当
に
単
純
素
朴
で
あ
る
。
そ
れ

は
い
か
な
る
儒
教
の
術
語
も
用
い
て
い
な
い
（
一
二
九
頁
）。

以
上
、
訳
者
が
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
を
読
ん
で
重
要
と
思
わ
れ

る
こ
と
が
ら
を
書
き
列
ね
て
み
た
。
取
り
上
げ
る
べ
き
は
ず
の
も
の
で
取

り
上
げ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
不
充
分
な

点
は
諒
と
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

以
下
に
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
に
つ
い
て
訳
者
が
思
い
つ
い
た
こ

と
を
順
不
同
に
述
べ
て
み
た
い
。

一
つ
め
は『
造
物
主
垂
象
略
説
』の
作
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ヴ
ァ
テ
ィ

カ
ン
図
書
館
所
蔵
の
一
六
一
九
年
版
（Fonds B

orgia C
hinois 350.18

°

〔
中
華
書
局
『
梵
蒂
岡
圖
書
館
所
藏
漢
籍
目
錄
』、
五
十
二
頁
〕）
に
は
作

者
名
は
記
さ
れ
ず
、
単
に
三
人
の
校
訂
者
、
す
な
わ
ち
羅
如
望
（João da 

R
ocha

）、
黎
寧
石
（Pedro R

ibeiro

）、
丘
良
秉
（D

om
ingos M

endes
）

の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
（
一
二
六
頁
）。

た
だ
徐
家
滙
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
も
の
（
巻
十
「
徐
匯
巴
黎
梵
諦
岡
圖
書

目
」「
一　

徐
匯
書
樓
所
藏
明
末
淸
初
耶
穌
會
士
及
中
国
公
敎
學
者
譯
著

書
目
」「200

宗
敎
」
徐
宗
澤
『
明
淸
間
耶
穌
耶
穌
會
士
譯
著
提
要
』（
臺

灣
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
、
四
二
三
頁
）
は
先
述
の
よ
う
に
、『
天
主

聖
像
略
説
』
の
解
説
欄
に
「
耶
穌
會
士
羅
如
望
謹
述
、」（
一
七
六
頁
）
と

あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
作
者
が
校
訂
者
に
名
前
を
列
ね
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
ロ
ー
マ
の
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所

蔵
の
版
本
の
校
訂
者
に
つ
い
て
の
記
述
は
逆
に
ロ
ー
シ
ャ
が
『
造
物
主
垂

象
略
説
』
の
作
者
で
あ
る
可
能
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。ま

た
徐
光
啓
と
ロ
ー
シ
ャ
間
の
交
渉
に
関
し
て
も
別
の
見
方
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
王
重
民
著
、
何
兆
武
校
訂
『
徐
光
啓
』（
上
海
人
民
出

版
社
、
一
九
八
一
年
）
の
「
附
録
一　

徐
光
啓
大
事
年
表
」
に
よ
れ
ば
、

徐
光
啓
は
一
六
一
三
年
（
万
暦
四
十
一
年
）
に
「
告
病
回
籍
」（
一
七
七
頁
）

と
あ
る
。
病
気
を
理
由
に
原
籍
地
に
帰
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
一
六
一
四
年
（
万
暦
四
十
二
年
）
と
一
六
一
五
年
（
万
暦
四
十
三
年
）

は
「
在
天
津
屯
田
」（
一
七
八
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
天
津
に
滞
在
し
、

農
耕
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。『
造
物
主
垂

象
略
説
』
が
世
に
出
た
と
さ
れ
る
一
六
一
五
年
は
徐
光
啓
は
天
津
に
居
住

し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
一
六
一
六
年
（
万
暦
四
十
四
年
）
の
五
月

二
十
日
（
七
月
三
日
）
に
北
京
に
て
職
に
復
し
て
い
る
（
同
頁
）。

他
方
、
ロ
ー
シ
ャ
は
馮
承
鈞
訳
に
な
る
フ
ィ
ス
テ
ル
の
書
『
在
華
耶
穌

会
士
列
伝
及
書
目　

上
』（
中
華
書
局
）
に
よ
れ
ば
、
一
六
〇
九
年
に
は

江
西
省
の
南
昌
に
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
七
十
二
頁
）。
そ
し
て
南

京
教
難
が
起
き
た
年
の
一
六
一
六
年
に
は
同
じ
く
江
西
省
の
建
昌
に
難
を

逃
れ
て
い
る
（
同
頁
）
か
ら
、
一
六
一
五
年
ま
で
は
彼
は
南
昌
に
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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い
る
（
一
二
九
頁
）。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
附
さ
れ
た
楊
廷
筠
の
後

書
き
は
著
者
が
徐
光
啓
と
さ
れ
る
す
べ
て
の
版
に
あ
る
が
、
著
者
が
「
耶

穌
會
士
」
と
さ
れ
る
も
の
で
は
一
つ
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
場
合
後
書
き
の

最
後
は
「
彌
格
子
識
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
一
二
八
頁
、

一
二
九
頁
）。『
造
物
主
垂
象
略
説
』
で
は
中
国
の
古
典
の
中
に
認
め
ら
れ

る
「
上
帝
」
と
い
う
語
が‘D

eus’

す
な
わ
ち
神
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、
そ
れ
故
に
楊
廷
筠
は
実
際
の
作
者
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
後

書
き
を
通
し
て
批
判
し
た
形
に
な
る
（
一
二
八
頁
）。

更
に
著
者
が
徐
光
啓
に
帰
せ
ら
れ
た
版
は
版
心
に
書
か
れ
た
書
名
が

『
聖
象
畧
說
』
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
他
方
、
そ
れ
以
外

の
版
の
場
合
は
、
版
心
に
記
さ
れ
た
書
名
は
『
天
主
聖
像
略

』
と
な
っ

て
い
る
（
一
二
八
頁
）。
こ
の
書
名
は
万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
年
）

の
南
京
教
難
の
際
、押
収
さ
れ
た
南
京
教
会
の
所
蔵
書
籍
の
「
惑
衆
之
書
」

（
四
十
三
葉
裏
）
の
リ
ス
ト
の
中
に
、「
天
主
聖
像
畧

0

0

0

0

0　

計
拾
參
本
」（
尊

経
閣
文
庫
所
蔵
『
南
宮
署
牘
』
巻
之
三
、四
十
三
葉
表
）
と
い
う
よ
う
に

現
わ
れ
る
。
但
し
南
京
教
会
か
ら
押
収
し
た
物
品
の
帳
簿
を
作
成
し
た
役

人
が
「
說
」
の
字
を
書
き
漏
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
注

九
十
八
、一
二
九
頁
）。
つ
ま
り
、
役
人
が
帳
簿
に
書
き
記
す
際
に
見
た
版

心
に
記
さ
れ
た
書
名
が
『
天
主
聖
像
略
說
』
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
南
京
教
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
版
本
は
作
者
を
「
耶
穌
會

士
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
同
頁
）。

さ
ら
に
ま
た
作
者
を
「
耶
穌
會
士
」
と
す
る
版
本
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

に
楊
廷
筠
の
後
書
き
が
附
さ
れ
て
い
な
い
（
一
二
九
頁
、
一
五
一
頁
）。

つ
ま
り
、『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
本
文
に
「
上
帝
」
と
い
う
語
が
用
い

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
批
判
的
見
解
を
示
し
た
楊
廷
筠
の
後
書
き
が
宣

教
師
を
作
者
と
す
る
と
思
わ
れ
る
版
に
附
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、

こ
の
版
が
世
に
出
て
し
ば
ら
く
し
て
後
に
楊
廷
筠
の
後
書
き
を
附
し
た
も

の
が
世
に
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
一
二
八
頁
、
一
二
九
頁
）。

「
耶
穌
會
士
」
を
作
者
と
す
る
版
本
に
楊
廷
筠
の
後
書
き
が
附
さ
れ
て

い
る
も
の
は
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
所
蔵
本
の
み
で
、
そ
こ
で
は
後
書
き

の
最
後
は
「
彌
格
子
識
」（
八
葉
表
）
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
徐
光
啓

を
作
者
と
す
る
版
本
の
す
べ
て
に
楊
廷
筠
の
後
書
き
が
附
さ
れ
、
後
書
き

の
最
後
は
「
楊
廷
筠
識
」
と
な
っ
て
い
る
（
一
二
九
頁
、
一
五
一
頁
）。

つ
ま
り
、
楊
廷
筠
の
霊
名
の
「
彌
格
子
」
を
用
い
て
著
わ
さ
れ
た
後
書
き

が
時
間
的
に
先
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
同
頁
及
び
注
百
）。
第

一
版
が
楊
廷
筠
の
後
書
き
や
『

鸞
不
並
鳴
説
』
を
有
さ
な
い
と
す
れ
ば
、

ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
本(B

orgia C
inese 334.21)

と
徐
家
滙
本
が

第
一
版
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
（
同
頁
）。

ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
に
お
い
て
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
版
本

の
作
者
に
関
す
る
議
論
の
最
後
の
ほ
う
で
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。こ

の
よ
う
に
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ダ
・
ロ
ー
シ
ャ
（Joâo da R

ocha

）
が

実
際
の
作
者
で
あ
っ
た
に
相
違
な
か
ろ
う
け
れ
ど
も
、徐
光
啓
が『
造

物
主
垂
象
略
説
』
の
作
成
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で

あ
る
。
ロ
ー
シ
ャ
は
か
つ
て
徐
光
啓
に
洗
礼
を
授
け
て
お
り
、
一
方
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三
つ
め
は
徐
宗
澤
『
明
淸
間
耶
穌
會
士
譯
著
提
要
』
に
お
い
て
『
造
物

主
垂
象
略
説
』
の
出
版
年
を
一
六
〇
九
年
と
記
し
て
い
る
の
は
一
六
一
九

年
の
誤
植
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
注
九
十
六
、一
二
八
頁
）。
そ
れ

は
徐
宗
澤
が
情
報
源
と
し
た
と
さ
れ
る
フ
ィ
ス
テ
ル
の『
明
清（
一
五
五
二

│
一
七
七
七
）
中
国
イ
エ
ズ
ス
会
士
列
伝
及
び
書
目
』
の
記
述
が

一
六
〇
九
年
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
第
一
巻
、
六
十
九
頁
）。

フ
ィ
ス
テ
ル
の
同
書
に
お
け
る
関
連
文
献
の
不
正
確
な
言
及
は
他
に
も

あ
る
。
彼
の
『
明
清
（
一
五
五
二
│
一
七
七
七
）
中
国
イ
エ
ズ
ス
会
士
列

伝
及
び
書
目
』
第
一
巻
の
六
十
九
頁
の
「
２
．
天
主
聖
像
略
説
」
の
箇
所

で
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
著
者
の
関
係
箇
所
を
、“t. II, p.54.”

と
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
で
は
正
確
に“K

laproth 

1839:16, no. 54, 2”

（
注
九
十
四
、一
二
七
頁
）
と
あ
る
。

既

出

のC
atalogues des livres im

prim
és,des m

anuscrits et des 

ouvrages chinois, tartes,japonais, etc., com
posant la bibliothèque D

E 

FEU
 M

.K
LAPRO

TH

の
五
十
四
番
の
二
の
箇
所
の
全
体
は
、“TH

IA
N

 

TC
H

U
 C

H
IN

G
 SIA

N
G

 LIO
 C

H
O

U
E; Explication abrégée de la 

sainte im
age du m

aître du ciel. C
et opuscule du P.Jean de R

ocha, 

portugais, est de l’année ki w
ei, de W

an ly

（1719

）.”

（
東
洋
文
庫
所
蔵

本
、
十
六
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
で
は
一
八
二
二
年
に
パ
リ
で
出
版
さ

れ
た
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
『
ベ
ル
リ
ン
王
立
図
書
館
漢
満
刊
本
・
手
稿
本
目

録
』
の
関
係
箇
所
（p.183, no.5

）
が
一
二
七
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
ベ
ル
リ
ン
王
立
図
書
館
所
蔵
本
は

一
六
一
九
年
の
版
本
で
あ
り
、
著
者
は
ロ
ー
シ
ャ
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
の
一
五
一
頁
に
あ
る
表
Ｆ
に
記

さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
（Staatbibliothek zu B

erlin

）
所
蔵
本
は

一
六
一
五
年
版
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
は
ブ
ッ
セ
、
エ
ル
ネ
ス

ト
ゥ
ス
原
著
、
プ
ラ
ス
マ
ン
、
ゼ
ー
フ
ェ
ル
ト
改
訂
（
都
築
正
巳
監
訳
、

竹
之
内
、
渡
邊
、
伊
藤
、
佐
々
木
編
訳
『
ド
イ
ツ
の
図
書
館
│
過
去
・
現

在
・
未
来
│
』（
日
本
図
書
館
協
会
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
れ
ば
、「
…

一
七
〇
一
年
に
『
王
立
図
書
館
』
と
な
り
、
一
九
一
八
年
の
王
国
の
崩
壊

と
自
由
州
プ
ロ
イ
セ
ン
の
設
立
後
は『
プ
ロ
イ
セ
ン
国
立
図
書
館
』と
な
っ

た
。」（
一
二
七
頁
）
の
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン

文
化
国
立
図
書
館
と
東
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
に
分
か
れ
、
一
九
九
二
年
に

「『
プ
ロ
イ
セ
ン
文
化
財
団
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
』
と
い
う
名
の
下
に
両

図
書
館
の
統
合
が
実
現
さ
れ
た
」（
一
三
二
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
│

日
常
会
話
の
中
で‘Stabi’

と
呼
ば
れ
る
同
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

M
onum

enta Serica

の
編
集
長
で
あ
ら
れ
る
神
言
会
のZbigniew

神
父

様
か
ら
も
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
│
。
つ
ま
り
、
現
在
の

ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
に
は
か
つ
て
王
立
図
書
館
時
代
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
と
さ
れ
る
一
六
一
九
年
版
は
そ
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
な
い
状
態
に
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
つ
め
は
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
で
は
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の

実
際
の
著
者
は
ロ
ー
シ
ャ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
け
れ
ど
も
、
ま
た
徐
光

啓
も
関
係
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
内
容
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
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Lindesiana

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
ク
ラ
ッ
プ
ロ
ー
ト

の
記
述
に
誤
り
が
な
い
論
評
し
て
い
る
（
一
二
七
頁
）。

注
の
九
十
五
（
一
二
七
頁
）
に
記
さ
れ
た
ペ
リ
オ
の
一
九
〇
三
年
の
文

献
は‘B

IB
LIO

G
R

A
PH

Y
’

（
四
四
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、Bulletin de I’Ecole 

Francaise d’Extrêm
e-O

rient

（3-1:108-116

）
に
掲
載
さ
れ
た
書
評
で

あ
る
。
該
当
箇
所
の
二
四
七
番
（N

゜247

）
に
は
、“O

n n’avait au sujet 

de cet ouvrage que la m
ention de K

laproth

（Verzeichniss der 

chinesischein und m
andschuischen Bücher und H

andschriften der 

kgl. Bibliothek zu Berlin, p.183
）, qui écrit le nom

 de l’auteur羅
儒
望

　

Lo Jou-w
ang et non　

羅
如
望

　

et date l’édition de 1619

（le 1719 du 

m
ém

oire de M
.C

. est une faute d’im
pression

）. Le P.Som
m

ervogel

（V
I.1931

） se dem
andait si l’ouvrage n’etait pas identique an N

゜245, 

m
ais aujourd’hui le doute n’est plus perm

is; un exem
plaire, portant le 

titre m
êm

e donné par K
laproth, et égalem

ent daté de 1619, est porté 

au C
atalogue de la B

ibliotheca Lindesiana, p.57, n

゜30 b
）.”
（
東
洋
文

庫
所
蔵
本
、
一
一
三
頁
│
一
一
四
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン

ク
氏
の
論
文
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
内
容
的
に
一
致
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
一
六
一
九
年
の
版
本
に
つ
い
て
ク
ラ
ッ
プ
ロ
ー
ト
、
コ
ル

デ
ィ
エ
、
ペ
リ
オ
の
三
者
は
ロ
ー
シ
ャ
が
著
者
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

更
に
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
は
、「
徐
家
滙
所
蔵
本
は
『
耶
穌
會

士
羅
如
望
謹
述
』
と
記
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る

0

0

0

0

」（“M
oreover, 

another copy of Tianzhu shengxiang lüeshuo at Zikaw
ei claim

s to be 

“reverently narrated by the Jesuit João da R
ocha”

（Yesu huishi Luo 

Ruw
ang jinshu

）. p.128

）
と
述
べ
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
を
注
の

九
十
六
で
示
し
て
い
る
（
一
二
八
頁
）。

注
の
九
十
六
が
記
す
と
こ
ろ
の
徐
宗
澤
編
著
『
明
淸
間
耶
穌
會
士
譯
著

提
要
』（
臺
灣
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
）
巻
十
「
徐
匯
巴
黎
華
諦
岡
圖

書
目
」「
一　

徐
匯
書
樓
所
藏
明
末
清
初
耶
穌
會
士
及
中
國
公
敎
學
者
譯

著
書
目
」
の
「200　

宗
教
」
の
四
番
め
に
、「
聖
像
略
說
」（
四
二
三
頁
）

と
の
み
記
し
て
あ
る
。
巻
三
「
眞
敎
辯
護
類
」
の
中
に
「
天
主
聖
像
略
說
」

と
い
う
項
目
が
あ
る
（
一
七
六
頁
）。
そ
こ
に
は
、「
耶
穌
會
士
羅
如

0

0

0

0

0

0

望0

謹0

述0

；
此
書
先
言
天
主
是
生
天
生
地
生
神
生
人
生
物
的
一
箇
大
主
宰
；
繼
言

爲
何
天
主
生
造
天
、
地
、
神
、
人
、
物
等
、
及
天
堂
地
獄
、
天
主
降
生
受

苦
、
救
贖
、
復
活
、
升
天
；
卒
言
耶
穌
遺
宗
徒
傳
敎
於
普
世
、
及
爲
何
當

今
亦
有
傳
敎
士
等
等
。
而
講
解
此
等
道
理
、
皆
借
解
耶
穌
聖
像
爲
動
機
。

此
書
刻
於
一
六
〇
九
年
；
亦
名
造
物
主
垂
象
略
說
、係
語
體

。」（
一
七
六

頁
）
と
あ
る
。

以
上
か
ら
総
合
す
る
と
、ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
は
、『
譯
著
提
要
』

中
の
徐
宗
澤
の
「
耶
穌
會
士
羅
如
望
謹
述
」（
一
七
六
頁
）
と
い
う
記
述

に
拠
っ
て
版
本
の
本
文
に
こ
れ
と
同
じ
語
句
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
主
張
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

に
は
主
張
の
正
し
さ
を
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
な
い
よ
う
に
思

う
。
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コ
ル
デ
ィ
エ
は
先
述
の
よ
う
に
ク
ラ
ッ
プ
ロ
ー
ト
の
目
録
に
も
目
を
配

り
、『
天
主
聖
像
略
説
』（
一
六
一
九
年
版
）
が
ロ
ー
シ
ャ
に
よ
っ
て
著
わ

さ
れ
た
と
し
て
い
る
（
一
二
七
頁
）。
し
か
し
、
ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル

は
こ
の
文
章
が
「『
天
主
聖
教
啓
蒙
』
と
同
一
の
著
作
で
は
な
い
か
と
示

唆
し
た
。」（
同
頁
）
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の

時
代
に
は
ロ
ー
シ
ャ
が
『
天
主
聖
像
略
説
』
を
著
わ
し
た
と
い
う
こ
と
が

周
知
の
事
実
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
同
頁
）。

注
の
九
十
四
に
は
、“Som

m
ervogel, V

I, col. 1931.”

と
あ
る
（
同
頁
）。

ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
『
イ
エ
ズ
ス
会
書
誌
』（Bibliothèque de la 

C
om

pagnie de Jésus

）
のtom

e vi
のcolonne 1931

に
は
、‘R

O
C

H
A

, 

Jean da, ou R
O

C
C

IA
’

と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
の
「
２
．」
の
箇
所
に
、

“Tien tchou cheng kiao ki m
ong.

﹇C
lavis ad aperiendam

 legem
 D

ei.

﹈

1619.　

K
laproth dans  son  C

atal. des livres et M
SS. chinois de la bibl. 

de Berlin, p.183, cite:　

Tian tchu ching siang lio choue. ﹇Explication 

abrégée de la sainte im
age du m

aitre du ciel.

﹈　Est-ce un ouvrage 

différent du précedént cité par M
.C

ordier, d’après Fourm
ont ? （Essai 

d'une bibliogr. des ouvrages publiés en C
hine par les Européens, 

p.34.

）　Sotw
el;

│M
achado, II, 736;

│C
ardoso;

│de B
acker, III, 

242.”

（
愛
知
大
学
名
古
屋
図
書
館
所
蔵
）
と
あ
る
。

た
だ
、『
イ
エ
ズ
ス
会
書
誌
』
の
中
に
引
用
し
て
あ
る
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト

の
記
述
は
『
ベ
ル
リ
ン
王
立
図
書
館
刊
本
・
手
稿
本
目
録
』
の
中
に
あ
る

も
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
他
の
目
録
で
あ
るC

atalogues des 

livres im
prim

és, des m
anuscrits et des ouvrages chinois, tartares, 

japonais, etc., com
posant la bibliothèque D

E FEU
 M

.K
LAPRO

TH

（1839

）
の
第
二
部
の
五
十
四
番
の
二
の
中
の
記
述
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

（
東
洋
文
庫
所
蔵
本
、
十
六
頁
）。

ま
た
コ
ル
デ
ィ
エ
のEssai d'une bibliographie des ouvrages 

publiés  en C
hine par les Européens au XVIIe et au XVIIIe siècle 

(Paris, 1883)

の
抜
刷
│
本
体
はM

élanges orientaux:textes et 

traduction publiés par les professeurs de l'école spéciale des langues 

orientales vivantes:a l'occasion du sixièm
e congrès international des 

orientalistes réuni a Leyde, septem
bre 1883

で
あ
る
。
同
書
に
つ
い
て

は
極
東
書
店
の
雨
谷
好
倫
さ
ん
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す

│
の
該
当
箇
所
（
五
二
八
頁
）
に
は
、
三
十
七
番
目
に
ロ
ー
シ
ャ
の
項
目

が
掲
げ
ら
れ
、『
天
主
聖
教
啓
蒙
』
の
一
書
の
み
言
及
さ
れ
て
い
て
、

“Fourm
ont C

LX
X

V
III”

（
同
頁
）
と
あ
る
。

ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
『
イ
エ
ズ
ス
会
書
誌
』
の
記
述
を
見
る
限
り
、

ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
『
天
主
聖
像
略
説
』
が
コ
ル
デ
ィ
エ
の
書
に
挙

げ
ら
れ
た
『
天
主
聖
教
啓
蒙
』
と
は
別
の
文
章
で
あ
る
か
と
問
い
を
投
げ

か
け
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
確
か
な
こ
と
は
「
２
．」
の
箇
所
に

お
い
て
『
天
主
聖
教
啓
蒙
』
に
並
ぶ
形
で
『
天
主
聖
像
略
説
』
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ペ
リ
オ
は
コ
ル
デ
ィ
エ
のL’Im

prim
erie sino-

européene en C
hine.Bibliographie des ouvrages publiés par les 

Européens au XVIIe et au XVIIIe siècle 

の
書
評
に
お
い
て
書
名
と
著
者

と
出
版
年
（
一
六
一
九
年
）
を
同
じ
く
す
る
版
本
がB

ibliotheca 
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ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
はB

orgia C
inese

の
三
五
〇
番
の
十
八
の
版
本

を
調
査
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
版
本
に
は
著
者
に

言
及
す
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
羅
儒
望
（João da R

ocha

）、
黎
寧
石

（Pedro R
ibeiro

）、
丘
良
秉
（D

om
ingos M

endes

）
の
三
名
の
イ
エ
ズ

ス
会
士
が
校
訂
者
（collator

）
と
し
て
名
を
列
ね
て
い
る
（
一
二
六
頁
）。

具
体
的
な
こ
と
が
ら
が
注
の
八
十
九
（
一
二
六
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
言
葉
を
補
っ
て
大
ま
か
に
訳
し
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
天
主
聖
像
略
説
終
」
の
後
に
二

文
字
分
空
け
て
、「
耶
穌
會
士
羅
儒
望　

黎
寧
石　

丘
良
秉
仝
校
」（
傍
点
、

訳
者
注
。
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
以
下
同
じ
）
と
い
う
語
句
が
続
く
よ

う
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
校
」
と
い
う
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ

の
版
が
由
校
を
諱
と
す
る
熹
宗
（『
明
史
』
巻
二
十
二
、「
本
紀
」
第

二
十
二
）
の
天
啓
年
間
で
は
な
く
、
翊
釣
を
諱
と
す
る
神
宗
（『
明
史
』

巻
二
十
、「
本
紀
」
第
二
十
）
の
万
暦
年
間
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
る
。

ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
で
は
さ
ら
に
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵

の
三
五
〇
番
の
十
八
と
版
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
文
庫
所
蔵
の

も
の
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
二
六
頁
│
一
二
七
頁
）。
こ
れ
は
「
天

啓
四
年（
一
六
二
四
年
）以
降
、ほ
ど
な
く
し
て
出
版
さ
れ
た
」（“published 

shortly after 1624”

）と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
し
か
し
ヴ
ァ
テ
ィ

カ
ン
図
書
館
所
蔵
と
は
異
な
り
、
そ
こ
に
は
三
人
の
校
訂
者
（reviser

）

の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（
一
二
六
頁
│
一
二
七
頁
）。

内
閣
文
庫
の
版
本
が
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
年
）
以
降
の
も
の
で
あ
る

こ
と
は
注
の
九
十
一
（
一
二
七
頁
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
『
天
主
聖
像
略
説
』
の
版
本
は
『
天
主
十
誡
解
略
』
と
合
わ
さ
っ
て
一

冊
を
な
す
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
『
天
主
十
誡
解
略
』
の
冒
頭
に
位

置
す
る
「
西
學
十
誡
初
解
序
」
の
文
章
の
最
後
に
、「
天
啓
四
年
秋
福
清

葉
向
髙
書
」（
六
葉
裏
）
と
書
い
て
あ
る
。
従
っ
て
合
訂
本
の
体
裁
を
な

す
書
に
収
め
ら
れ
た
一
方
の
『
天
主
聖
像
略
説
』
も
ま
た
天
啓
四
年

（
一
六
二
四
年
）
以
降
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
一
六
一
九
年
版
の

も
の
が
ベ
ル
リ
ン
に
二
部
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
一
八
三
頁
）。
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
『
ベ
ル
リ
ン

王
立
図
書
館
漢
満
刊
本
・
手
稿
本
目
録
』（Verzeichniss der 

chinesischen und m
andshuischen Bücher und H

andschriften der 

K
öniglichen Bibliothek zu Berlin

（Paris,1822

）
の
箇
所
を
注
の

九
十
三
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、“V.

略
像
聖
主
天

　

Thiān-dschü-

schíng-siáng-liǒ-schuě,　

K
U

R
ZE ER

K
LÄ

R
U

N
G

 V
O

M
 H

EILIG
EN

 

B
ILD

E D
ES ER

LÖ
SER

S.　

V
ER

FA
SST im

 Jahre 1619 von dem
 

Portugieischen Jesuiten Juan da Rocha, order w
ie er im

 C
hines- 

ischen heisst望
儒

Lô-shü̂-w
áng.”

（
東
洋
文
庫
所
蔵
本
、
一
八
三
頁
）

と
な
る
。
大
ま
か
な
意
味
は
、
救
い
主
の
聖
像
の
簡
略
な
解
説
で
あ
る
と

こ
ろ
の
『
天
主
聖
像
略
説
』
は
一
六
一
九
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
エ
ズ
ス

会
士
ロ
ー
シ
ャ
〜
中
国
語
で
は
羅
儒
望
と
呼
ば
れ
る
〜
に
よ
っ
て
著
わ
さ

れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
こ
に‘Edition de la C

.ie de Jésus’

と
あ
る
の
は
直
訳
す
れ
ば
、
イ

エ
ズ
ス
会
（C

om
pagnie de Jésus

）
の
版
（édition

）
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
中
国
語
訳
で
は
こ
の
箇
所
は
、「
耶
穌
會
傅
教
團

刻
印
。」（
五
十
二
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
思
う
に
、
こ
こ
は
表
紙
に
イ
エ

ズ
ス
会
の
印
が
押
し
て
あ
る
ほ
ど
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
コ
ル
デ
ィ
エ(H

enri C
ordier)

のL’ im
prim

erie sino-

européenne en C
hine.Bibliographique des ouvrages publiés en C

hine 

par les européens au X
V

IIe et au X
V

IIIe siècle

（Im
prim

erie 

N
ationale,Paris,1901

）
の
二
四
七
番
の
三
に
は
、“

天

聖

畧
說　

T’ien-tchou cheng siang lio chouo –Traité sur D
ieu.”

（
東
洋
文
庫
所

蔵
本
、
四
十
二
頁
）
と
あ
る
。
そ
の
後
に
細
字
で
、“Il y a une éd. de 

1719. - C
at. K

laproth, II, N
. 54.” （

同
頁
）
と
あ
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
のC

atalogues des livres 

im
prim

és,des m
anuscrits et des ouvrages chinois,tartars,japonais,etc., 

com
posant la bibliothèque D

E FEU
 M

.K
LAPRO

TH

（Paris,1839
）
の

第
二
部
（D

euxièm
e Partie

）
の
五
十
四
番
の
二
に
は
、“TH

IA
N

 TC
H

U
 

C
H

IN
G

 SIA
N

G
 LIO

 C
H

O
U

E;Explication abrégée de la sainte im
age 

du m
aître du ciel.”

（
東
洋
文
庫
所
蔵
本
、
十
六
頁
）
と
あ
り
、
そ
の
後

に
小
さ
め
の
字
で
、“C

et opuscule du P. Jean de R
ocha, portugais, est 

de I’année ki w
ei, de W

an ly

（1719

）”

（
同
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
記
述

は
あ
ら
ま
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ロ
ー
シ
ャ
神
父
に
よ
る
『
天
主
聖
像
略

説
』
と
い
う
小
論
文
は
万
暦
己
未
の
年
、
す
な
わ
ち
万
暦
四
十
七
年

（
一
六
一
九
年
）
に
出
版
さ
れ
た
、と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ

て
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
目
録
の
記
述
に
「
一
七
一
九
」
と
あ
る
の
は
単
純
に

「
一
六
一
九
」
の
誤
植
で
あ
る
と
言
え
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
コ
ル
デ
ィ
エ
は
自
ら
の
目
録
の
中
で
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
目

録
に
依
拠
し
て
『
天
主
聖
像
畧
説
』
に
は
万
暦
己
未
の
年
の
版
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
己
未
の
年
が

一
六
一
九
年
に
当
た
る
こ
と
の
確
認
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
を
ま
と
め
て
分
か
る
こ
と
の
一
つ
め
は
ペ
リ
オ
の
目
録
は
ゴ
ル

デ
ィ
エ
の
目
録
を
参
照
し
、
ゴ
ル
デ
ィ
エ
の
目
録
は
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
目

録
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
め
は
ペ
リ
オ
の
目
録
のB

orgia 

C
inese

の
三
五
〇
番
の
十
八
の
書
名
は
『
天
主
聖
教
略
説
』
と
な
っ
て
い

る
け
れ
ど
も
、「
教
」
の
字
は
「
像
」
の
字
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
め
はB

orgia C
inese

の
三
五
〇
番
の
十
八

は
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
目
録
の
Ⅱ
の
五
十
四
番
の
二
と
同
じ
一
六
一
九
年
の

版
本
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
四
つ
め
はB

orgia C
inese

の
三
五
〇
番
の

十
八
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
印
の
あ
る
版
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。以

上
が
目
録
の
上
か
ら
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
本
で
あ
るB

orgia 

C
inese

の
三
五
〇
番
の
十
八
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
繰
り
返
す
と
、
一
六
一
九
年
に
世
に
出
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会

公
認
の
版
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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号
はLibri sin.

の
一
二
一
番(http://digital.staatsbibliothek-berlin.de/

m
etsresolver/?PPN

=PPN
3308101807)

で
あ
る
。
こ
れ
は
口
題
や
魚
尾

の
な
い
唯
一
の
版
本
で
あ
る
│
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
に
は
、“the 

only edition w
ith folios w

ithout m
argin and fi sh-tail”

〔
一
五
一
頁
〕

と
あ
る
。‘m

argin’

は
版
心
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
態
に
即
し
て「
口

題
」
に
解
し
て
み
た
│
「
口
題
」
や
「
魚
尾
」
に
関
し
て
は
陳
国
慶
著
／

沢
谷
昭
次
訳
『
漢
籍
版
本
入
門
』〔
研
文
出
版
、
一
九
八
四
年
〕
の

一
三
〇
頁
と
一
〇
四
頁
│
一
〇
五
頁
の
解
説
並
び
に
長
澤
規
矩
也
編
著

『
図
書
学
辞
典
』〔
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
〕
の
九
十
二
頁
と
九
十
六
頁

に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
）、
第
五
は
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文

書
館
（A

rchivum
 R

om
anum

 Societatis Iesu

）
所
蔵
の
も
の
（
目
録
の

番
号
はJaponica-Sinica I

の
一
四
〇
番
で
あ
る
）、
第
六
は
パ
リ
国
立
図

書
館
所
蔵
の
も
の
（
目
録
の
番
号
はC
atalogue de livres chinois 

の

六
六
九
一
番
と
六
六
九
二
番
で
あ
る
。
後
者
は
前
者
と
同
一
で
あ
る
）、

第
七
は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
の
も
の
（
目
録
の
番
号
はB

orgia 

C
inese

の
三
三
四
番
の
二
十
二
で
あ
る
。
こ
の
影
印
が
臺
灣
學
生
書
局
か

ら
出
て
い
る『
天
主
教
東
傳
文
獻
三
編
』の
第
二
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）、

第
九
は
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
の
も
の
（
目
録
の
番
号
はC

atalogue de 

livres de chinois

の
六
六
九
〇
番
で
あ
る
）、
第
十
は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図

書
館
所
蔵
の
も
の
（
目
録
の
番
号
はB

orgia C
inese

の
三
五
〇
番
の

十
八
で
あ
る
）、第
十
一
は
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
所
蔵
の
も
の（
目

録
の
番
号
はJaponica-Sinica I

の
五
十
三
番
の
五
で
あ
る
│
こ
の
番
号

に
当
た
る
書
籍
の
名
前
は
『

鸞
不
並
鳴
說
』
と
な
っ
て
い
る
〔A

lbert  

C
han,S.J.,  C

hinese books and docum
ents in the Jesuit Archives in 

Rom
e, A

n East G
ate B

ook, p.89

〕）、
そ
し
て
第
十
二
は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン

図
書
館
所
蔵
の
も
の
（
目
録
の
番
号
はB

orgia C
inese

の
三
三
四
番
の

二
十
七
で
あ
る
│
こ
の
番
号
に
当
た
る
書
籍
の
名
前
は『

鸞
不
並
鳴
説
』

と
な
っ
て
い
る
〔
ペ
リ
オ
編
、
高
田
時
雄
校
訂　

補
編
、
郭
可
訳
『
梵
蒂

岡
圖
書
館
所
藏
漢
籍
目
錄
』
中
華
書
局
、
四
十
五
頁
〕）
で
あ
る
。

表
Ｆ
で
は
こ
れ
ら
の
版
本
を
出
版
年
（C

opy“date”

）
一
葉
表
第
一
行

の
書
名
（Title

）、口
題
（M

argin

）、題
簽
（Title Strip

）、著
書
（A

uthor

）、

後
書
（C

olophon

）、
並
び
に
後
書
（C

olophon

）
付
き
の
「
附
録
」

（〈A
ppendix

〉）
の
『

鸞
不
並
鳴
説
』
の
有
無
と
そ
の
著
者
（author

）、

そ
し
て
行
格
（Layout

）
の
観
点
か
ら
分
類
し
て
い
る
。

ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
の
注
九
十
四
（
一
二
七
頁
）
に
お
い
て
表

Ｆ
に
挙
げ
ら
れ
た
十
二
の
版
本
の
う
ち
の
第
十
の
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
所
蔵
本

（B
orgia C

inese

の
三
五
〇
番
の
十
八
）
に
関
係
す
る
凝
縮
さ
れ
た
形
で

の
綿
密
な
論
述
が
あ
る
。
そ
れ
を
敷
衍
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
ペ
リ
オ(Paul Peliot)

のInventaire 

som
m

aire des m
anuscrits et im

prim
és chinois de la Bibliothèque 

Vaticane

（a posthum
ous w

ork,revised and edited by TA
K

ATA
 Tokio, 

Istituo Italiano di C
ultura Scuola di Studi sull’A

sia O
rientale, K

yoto, 

1995
）
で
はB

orgia C
inese

の
三
五
〇
番
の
十
八
は
、“ Tianzhu 

shengjiao lüeshuo

天
主
聖
教
略
説
（Traité sur D

ieu

）. C
fr.C

ordier, N

゜

2471.7ff.Edition de la C
.ie de Jésus.”

（
下
線
、
訳
者
注
。
特
に
注
記
し

な
い
限
り
、
以
下
同
じ
）（
三
十
三
頁
）
と
あ
る
。
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（
二
〇
二
頁
│
二
〇
八
頁
）。
こ
の
ほ
う
は
『
中
西
初
識
』
の
も
の
と
は
一

部
段
落
の
切
り
方
が
異
な
り
、
注
の
数
も
増
え
て
い
る
。
李
天
綱
氏
の
論

文
に
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
の
も
宜
な
る

か
な
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
二
〇
〇
七
年
に
李
天
綱
氏
が
自
身
の
論
文
を
『
跨
文
化
的
詮
釈
』

に
再
録
す
る
ま
で
に
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
を
目
に
し
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
訳
者
は
李
天
綱
氏
が
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な

い
。
し
か
し
李
天
綱
氏
が
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
を
読
ん
だ
と
す
れ

ば
、
自
身
の
見
解
を
修
正
し
或
い
は
変
更
す
る
必
要
が
結
局
の
と
こ
ろ
な

い
と
い
う
判
断
に
到
達
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
徐
光
啓
全
集
』
の
第
九
冊
の

巻
九
「
雜
文
」
の
中
に
「
造
物
主
垂
象
略
説
」
が
収
め
ら
れ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
は
憶
測
に
憶
測
を
重
ね
た
に
過
ぎ
な
い
。

前
号
の
拙
文
は
李
天
綱
氏
の
論
文
を
手
が
か
り
に
し
て
書
き
進
め
て
い

た
の
で
、
書
き
終
え
る
間
際
に
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
の
一
部
に
目

を
通
し
た
と
き
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
は
実
証
的
な

手
法
を
用
い
て
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
著
者
が
徐
光
啓
で
は
な
い
こ
と

を
論
証
し
て
お
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
訳
者
は
な
す
す
べ
が
な
か
っ
た
。

前
号
の
拙
文
を
書
き
終
え
て
後
、
訳
者
は
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文

と
対
座
し
た
。
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
た
り
、
言
及
さ
れ
て
い
る
文
献
に

注
意
し
論
文
を
読
み
進
め
た
。
確
認
の
た
め
に
関
係
す
る
文
献
に
当
た
る

作
業
は
些
か
時
間
を
要
し
た
。
最
後
に
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
の
全

体
に
目
を
通
し
て
後
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
奥
行
き
の
深
い
も
の
で
あ
る
か

を
、
訳
者
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
下
に
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
を
読
ん
で
不
充
分
な
理
解
な
が
ら

も
新
た
に
学
び
得
た
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
ら
を
箇
条
書
き
形
式
に
書

き
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
つ
め
は
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
の
論
文
は
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
つ

い
て
文
書
館
や
図
書
館
に
現
存
す
る
世
界
中
の
す
べ
て
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
版
本
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
ク
氏
は
こ

れ
ら
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
版
本
に
当
た
り
、
書
誌
学
的
に
質
の
高
い
議
論

を
一
貫
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
成
果
が
一
五
一
頁
か
ら

一
五
二
頁
に
掲
載
さ
れ
た
表
Ｆ
（‘TA

B
LE F’

）
の
「『
造
物
主
垂
象
略
説
』

の
版
本
（‘Versions of Zaow

uzhu chuixiang lüeshuo’

）
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
全
部
で
十
二
の
版
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
は
も
と
徐

家
滙
所
蔵
の
も
の
（
そ
の
後
台
湾
の
輔
仁
大
学
に
所
蔵
先
が
移
っ
て
い
た

が
、
現
在
は
台
湾
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傳
斯
年
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。目
録
の
番
号
はA

 FT022R

で
あ
る
）、第
二
は
ヴ
ァ
テ
ィ

カ
ン
図
書
館
（B

iblioteca Vaticana

）
所
蔵
の
も
の
（
目
録
の
番
号
は

B
orgia C

inese

の
三
三
四
番
の
二
十
一
で
あ
る
）、
第
三
は
パ
リ
国
立
図

書
館
（B

ibliothèque N
ationale

）
所
蔵
の
も
の
（
目
録
の
番
号
は

C
atalogue des livres chinois

の
六
九
一
五
番
の
Ⅳ
│
Ⅴ
と
六
九
一
六
番

の
Ⅳ
│
Ⅴ
で
あ
る
。
後
者
は
前
者
と
同
一
で
あ
る
）、
第
四
は
ベ
ル
リ
ン

国
立
図
書
館
（Staatsbibliothek zu B

erlin

）
所
蔵
の
も
の
（
目
録
の
番
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133-265

）
等
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
四
三
四
頁
）。
こ
れ
ら
か
ら
ド
ゥ
ー

デ
ィ
ン
ク
氏
は
明
末
清
初
の
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
の

歴
史
や
思
想
を
専
門
に
研
究
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

訳
者
は
二
〇
〇
一
年
に
出
た
同
書
を
同
じ
年
に
入
手
し
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン

ク
氏
の
論
文
に
目
を
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
記
憶
に
な

か
っ
た
。
こ
の
一
年
ほ
ど
の
間
に
机
の
上
に
無
造
作
に
置
か
れ
て
い
た
も

の
が
、
同
書
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
前
号
の
拙
文
を
書
き
終
え
る
前
、
最

後
の
段
階
で
机
上
の
同
書
に
拙
文
と
関
係
の
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な

い
か
ど
う
か
念
の
た
め
に
確
認
し
よ
う
と
思
い
、
同
書
を
取
り
出
し
て
同

論
文
を
改
め
て
読
み
直
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
以
前
に
目
を
通

し
て
い
た
跡
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
つ
の

テ
ー
マ
を
念
頭
に
置
き
読
ん
で
は
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
記
憶

の
中
に
形
象
化
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
読
み
進
ん
で
行
く
に
つ
れ

て
、
同
論
文
の
「『
造
物
主
垂
象
略
説
』、
別
名
『
天
主
聖
象
略
説
』
及
び

『

鸞
不
並
鳴
説
』」（Zaow

uzhu C
huixiang Lüe shuo or Tianzhu 

Shengxiang Lüe shuo and Xiaoluan Bu Bing M
ing shuo

）（
一
二
四
頁

│
一
五
二
頁
）
の
部
分
が
綿
密
な
方
法
を
用
い
て
『
造
物
主
垂
象
略
説
』

に
つ
い
て
具
体
的
且
つ
詳
細
な
こ
と
が
ら
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
自
ず
と
感
取
さ
れ
た
。
そ
れ
は
拙
文
で
取
り
上
げ
た
疑
問
、
す
な
わ

ち
徐
宗
澤
が
『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
提
要
』
の
中
で
『
造
物
主
垂
象
略

説
』
の
出
版
さ
れ
た
年
を
一
六
〇
九
年
と
し
て
い
る
理
由
に
答
え
る
に
余

り
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

時
間
の
関
係
上
、
訳
者
は
同
書
を
読
み
進
む
こ
と
を
一
旦
休
止
し
、
四

月
三
十
日
に
拙
文
を
書
き
終
え
た
後
、
同
論
文
の
『
造
物
主
垂
象
略
説
』

に
関
す
る
箇
所
を
読
む
作
業
を
再
び
始
め
た
。
そ
の
全
体
を
努
め
て
丁
寧

に
読
む
こ
と
を
心
が
け
て
読
み
終
え
た
結
果
、
そ
の
感
を
深
く
し
た
。
同

論
文
の
同
箇
所
は
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
多
く
の
版
本
を
調
査
研
究
し

た
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
書
誌
学
的

研
究
と
し
て
抜
き
ん
出
た
内
容
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
一
〇
年
に
上
海
古
籍
出
版
社
か
ら
朱
維
錚
李
天
綱
主
編
『
徐
光
啓

全
集
』
全
十
冊
が
出
た
。
主
編
者
の
一
人
で
あ
る
李
天
綱
氏
は
二
〇
〇
七

年
に
新
星
出
版
社
か
ら
『
跨
文
化
的
詮
釈
│
経
学
与
神
学
的
相
遇
』
と
い

う
本
を
出
し
て
い
る
。『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
詳
述

さ
れ
た
密
度
の
濃
い
内
容
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
『
造
物
主
垂
象
略
説
』

校
釈
」（
一
九
五
頁
│
二
〇
一
頁
）
と
い
う
所
収
の
論
文
は
『
造
物
主
垂

象
略
説
』
の
作
者
を
徐
光
啓
と
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
の
後
に
「
造
物
主
垂
象
略
説
」
と
い
う
題
の
文
章
が
続
く

（
二
〇
二
頁
│
二
〇
八
頁
）。
そ
こ
に
は
訳
注
が
附
さ
れ
た
形
で
『
造
物
主

垂
象
略
説
』
の
原
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
末
尾
に
「
原
題

『
徐
光
啓
軼
文
「
造
物
主
垂
象
略
説
」』、
載
『
中
西
初
識
』、
大
象
出
版
社
、

一
九
九
九
年
」（
二
〇
八
頁
）
と
あ
る
。
現
に
李
天
綱
氏
の
論
文
は
最
初

一
九
九
九
年
に
書
か
れ
、『
中
西
初
識
』（
大
象
出
版
社
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
（
五
十
九
頁
│
七
十
頁
）。
後
に
二
〇
〇
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
跨

文
化
的
詮
釈
』
に
収
め
ら
れ
た
際
に
は
、
原
文
が
「
造
物
主
垂
象
略
説
」

と
い
う
題
名
の
も
と
に
独
立
し
た
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
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（1）

前
号
の
拙
文
を
書
き
上
げ
る
前
日
の
四
月
二
十
九
日
に
ジ
ャ
ミ

（C
atherine Jam

i

）・
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
（Peter Engelfriet

）・
ブ
ル
ー

（G
regory B

lue

）
編
『
明
末
中
国
に
お
け
る
経
世
の
道
と
知
的
刷
新
│
徐

光
啓
（
一
五
六
二
│
一
六
三
三
）
の
異
文
化
統
合
』（Statecraft and 

intellectual renew
al in late M

ing C
hina,The cross-cultural synthesis 

of Xu G
uangqi

（1562-1633

）, B
rill, 2001

）
の
第
一
部
「
歴
史
叙
述
と

文
脈
」（H

istoriography and C
ontext

）
の
中
に
収
め
ら
れ
た
ド
ー
デ
ィ

ン
クA

d D
udink

氏
の
論
文
「
キ
リ
ス
ト
教
文
書
の
著
者
と
し
て
の
徐
光

啓
の
像
│
書
誌
学
的
評
価
│
」（The im

age of X
u G

uangqi as author of 

C
hristian texts

〔A
 bibliographical appraisal

〕）
に
い
く
ら
か
目
を
通

す
こ
と
が
出
来
た
。
同
書
の
謝
辞
（A

cknow
ledgem

ents

）
に
よ
れ
ば
、

同
書
は
一
九
九
五
年
三
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
パ
リ
で
開
催
さ
れ

た
「
徐
光
啓
（
一
五
六
二
│
一
六
三
三
）、
明
末
中
国
の
学
者
に
し
て
政

治
家
」（‘X

u G
uangqi

〔1562

│1633

〕, Late M
ing Scholar and 

Statesm
an’

）
と
い
う
国
際
学
術
会
議
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

論
文
の
著
者
の
ド
ゥ
│
デ
ィ
ン
ク
氏
は
同
書
の
「
寄
稿
者
紹
介
」

（‘A
B

O
U

T TH
E C

O
N

TR
IB

U
TO

R
S’

）
に
よ
れ
ば
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

で
神
学
を
学
び
、
ラ
イ
デ
ン
で
中
国
学
を
学
ん
だ
（
一
九
九
五
年
、
博
士

号
取
得
）。（
四
六
四
頁
）と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
位
論
文
は
同
書
の「
文

献
目
録
」（‘B

IB
LIO

G
R

A
PH

Y
’

）
に
よ
れ
ば
、「
明
末
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
：
五
つ
の
研
究
」（‘C

hristianity in late M
ing Tim

es:Five studies’

）

（
四
三
四
頁
）
で
あ
る
。
他
に
論
文
と
し
て
、「『
南
宮
署
牘
』（
一
六
二
〇
）、

『
破
邪
集
』（
一
六
四
〇
）、
並
び
に
第
一
次
教
難
（
南
京
・
一
六
一
六
│

一
六
一
七
）
に
つ
い
て
の
西
洋
側
の
報
告
」（‘ N

angong shudu

（1620

）, 

Poxie Ji
（1640

）, and W
estern reports on the first anti-C

hristian 

incident

（N
anjing 1616-1617

）’）（M
onum

enta Serica 48, 2000, pp. 

翻
訳

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
教
要
解
略
』
訳
注
（
十
九
）

主
な
る
神
様
の
十
戒
の
部
（
訳
者
補
足　

続
の
七
）

Ａ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ　
述

葛　

谷　
　
　
　

登　
訳
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